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　今大会も、東京走友会・ＮＲＵハムクラブ・東京地
本のご協力で無事終了しました。紙面を借りてお礼を
申し上げます。
※詳細な記録については、ホームページにて掲載して
　います。

　国労東日本本部は、１１月12日に第21回マラソン大会を皇居外周で開催し、最年
少は１8歳から最年長７7歳までの幅広い年齢層のランナーが激走を展開しました。
　個人５キロマラソンは、鈴木選手（東京）が２年連続の優勝を果たし、１4チームの
エントリーで競われた駅伝レースでは、全区間で安定して上位をキープした長野Ａチー
ムが見事４連覇を達成しました。
　今号は、①第21回マラソン大会、②各地方本部・地区本部業長、職協代表者会議、
③各地方本部・地区本部組織部長会議、④２０１６年度年末手当、の報告とします。

海口競技審判長

駅伝優勝 長野Ａチーム

個人優勝  鈴木選手 女性１位 岡田選手

前年度優勝チームによる選手宣誓

①
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流
の
場
と
し
て
い
る
」「
関
連

会
社
の
組
織
化
に
向
け
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
交
流
会

を
取
り
組
ん
で
い
る
」と
い
っ

た
、
職
場
や
グ
ル
ー
プ
会
社

の
状
況
や
、
２
０
１
６
年
度

新
採
対
策
に
向
け
た
組
織
対

策
会
議
等
の
特
徴
的
な
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
武
田
組
織
部
長
か

ら
「
青
年
部
を
活
用
し
て
組

織
の
活
性
化
が
さ
れ
て
い
る
。

情
勢
認
識
を
一
致
さ
せ
、
分

会
運
動
の
活
性
化
に
努
力
し

て
ほ
し
い
。
新
採
対
策
で
組

合
員
の
声
を
聞
い
て
取
り
組

む
こ
と
や
、
地
方
に
足
を
運

び
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向

け
奮
闘
し
て
い
く
」
と
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

工
夫
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

本
社
交
渉
を
押
し
上
げ
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
申

し
入
れ
は
、
中
間
決
算
等
に

基
づ
き
調
整
す
る
」
と
提
起

し
ま
し
た
。

　

二
点
目
は
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
、

国
労
復
帰
・
加
入
の
状
況
や

今
後
の
取
り
組
み
課
題
な
ど
、

一
年
間
の
行
動
計
画
、
関
連

労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て

提
起
し
、
各
地
方
・
地
区
本

部
の
特
徴
点
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
点
目
は
、
労
働
条
件
改

善
・「
労
働
条
件
に
関
す
る
協

約
」
改
訂
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
立
に
向
け
て
。
と
り

わ
け
「
労
働
協
約
」
改
訂
に

つ
い
て
は
、
和
解
時
に
求
め

た
懸
案
事
項
の
解
決
促
進
を

求
め
る
こ
と
と
、
安
全
・
安

定
輸
送
確
立
で
は
、
こ
の
間

進
め
て
き
た
施
策
の
検
証
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
な
ど
を

提
起
し
ま
し
た
。

　
「
出
向
者
等
の
保
存
休
暇
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
改
訂
を

求
め
る
」「
民
間
ア
パ
ー
ト
間

の
引
越
し
手
当
を
改
善
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
職
協
か
ら
は
「
申
の

交
渉
日
程
を
早
急
に
示
し
て

欲
し
い
」「
有
害
物
質
の
交
渉

に
つ
い
て
、
特
殊
健
康
診
断

　

10
月
27
日
、
東
京
地
本
会

議
室
で
各
地
方
本
部
・
地
区

本
部
業
務
部
長
、
職
協
代
表

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
宮
﨑
副
委
員
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
佐

藤
書
記
長
か
ら
、
一
点
目
に

２
０
１
６
年
度
年
末
手
当
獲

得
に
向
け
た
闘
い
に
つ
い
て

「
基
準
内
賃
金
の
３
．
５
ヶ
月

を
基
本
と
し
、
支
払
い
日
は

12
月
２
日
ま
で
を
要
求
と
し

て
、
10
月
21
日
に
申
し
入
れ

た
。
年
末
手
当
獲
得
を
秋
季

年
末
闘
争
の
柱
と
し
て
、
職

場
集
会
や
地
方
独
自
の
創
意

部
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
提
起

さ
れ
、
３
月
１
日
に
中
央
総

決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
る
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
武
田
組
織
部
長

が
、
①
組
織
拡
大
の
現
状
に

つ
い
て
、
②
一
括
和
解
以
降

の
状
況
変
化
に
つ
い
て
、
③

今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
つ

い
て
な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

各
地
方
・
地
区
本
部
か
ら

は
「
青
年
部
を
中
心
に
、
組

織
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
、
新
採
な

ど
の
情
勢
分
析
か
ら
組
織
拡

大
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
る
」「
フ
レ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
青

年
労
働
者
に
労
働
者
と
し
て

の
考
え
方
を
養
う
学
習
と
交

　

11
月
６
日
に
、
今
後
１
年

間
の
組
織
強
化
・
拡
大
の
意

思
統
一
の
場
と
し
て
、
各
地

方
本
部
・
地
区
本
部
組
織
部

長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
伊
藤
業
務
部
長
の

司
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
菊
池

委
員
長
か
ら
最
近
の
情
勢
等

に
ふ
れ
た
後
「
組
織
拡
大
に

向
け
て
全
体
で
意
思
統
一
し

て
欲
し
い
。
組
対
費
の
継
続

の
扱
い
は
機
関
会
議
で
の
議

論
を
経
て
と
さ
れ
た
。
年
末

手
当
の
要
求
に
つ
い
て
は
、

国
労
は
３
．
５
ヶ
月
を
要
求

し
て
い
る
。
労
組
法
20
条
の

件
で
は
申
を
提
出
し
た
。
11

月
２
日
に
は
長
澤
運
輸
事
件

で
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
た
。

12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
本

が
行
わ
れ
て
い
な
い
」「
ア
ス

ベ
ス
ト
健
康
手
帳
に
つ
い
て

申
を
立
て
て
交
渉
し
て
欲
し

い
」「
退
職
者
が
多
く
要
員
が

足
り
な
い
、
申
を
早
め
に
立

て
て
交
渉
を
す
る
べ
き
」「
エ

ル
ダ
ー
も
行
き
先
が
な
い
、

現
場
に
残
す
べ
き
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
書
記
長
よ
り

「
未
交
渉
の
『
申
』
に
つ
い
て

は
、
精
査
と
整
理
を
は
か
り

早
急
に
取
り
組
む
努
力
を
す

る
。『
労
働
契
約
法
20
条
』『
有

害
な
化
学
物
質
』
に
つ
い
て

は
日
程
調
整
し
て
い
る
。
職

協
の
問
題
に
つ
い
て
は
改
善

に
向
け
て
進
め
て
い
く
」
と

答
弁
が
さ
れ
、
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
年
末
手
当

に
つ
い
て
は
、
10
月
21
日
の

要
求
提
出
以
降
、
11
月
４
日

に
第
１
回
交
渉
、
11
月
８
日

に
第
２
回
交
渉
が
開
催
さ
れ
、

11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第

３
回
交
渉
の
中
で
Ｊ
Ｒ
東
日

本
よ
り
、
基
準
内
賃
金
×
３
．

１
８
箇
月
分
と
い
う
回
答
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
労
と
し
て
は
、
連
結
・

単
体
と
も
に
５
期
連
続
の
増

収
、
第
２
四
半
期
決
算
で
は

過
去
最
高
と
な
っ
た
中
間
決

算
や
、
こ
の
間
の
相
次
ぐ
事

故
に
対
す
る
復
旧
や
、
安
全
・

安
定
輸
送
を
支
え
、
信
頼
の

回
復
に
向
け
奮
闘
す
る
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え

た
時
に
不
満
の
残
る
結
果
で

あ
り
、
私
た
ち
の
求
め
た
要

求
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
再
考
を
求
め
、
持
ち
帰

り
検
討
と
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
回
答
は
、
不
満
の

残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
・
家
族
の
生
活
設

計
を
考
慮
し
、
11
月
18
日
に

２
０
１
６
年
度
年
末
手
当
に

つ
い
て
は
妥
結
・
整
理
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
、

各
機
関
か
ら
東

日
本
本
部
に

寄
せ
ら
れ
た
多

く
の
激
励
に
感

謝
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き

秋
季
年
末
の
闘

い
な
ど
を
通
じ

て
、
賃
金
並
び

に
労
働
条
件
の

改
善
を
強
く
求

め
て
い
く
決
意

で
す
。


